




白血病を始めとする小児がんは化学療法などの発達により近年治療成績が向上し治癒する

例も増加して来ている。一般に悪性固型腫瘍においては,初診時の腫瘍の進展の程度が予後

を決定する重大な因子であるが，小児においては，成人の胃癌肺癌,子宮癌,乳癌のように,

確立された検診のシステムがなく早期発見は困難なことが多い。特に神経芽腫は,発見時す

でに転移を来している症例が多く治療成績は芳しくない。しかし,神経芽腫のは約70%の症

例において腫瘍組織から分泌されるカテコールアミン代謝産物の VMA が尿中に排泄される

ため,この増量をチェックすることにより早期発見が可能である。 

神経芽腫を早期に発見し,治療成績を向上させるため乳児神経芽腫スクリーニングを開始

した。 


